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年金型生命保険の二重課税問題についてニュースなどで目にする機会があったと思

います。そもそも二重課税とは？例をあげてご説明致します。 

二重課税とは一般に一つの課税原因に対して租税が２回以上課されることをいいま

す。みなさまに身近なガソリン課税の場合を例にとってみると 

 

ガソリン（消費税抜き小売価格100円/L の場合） 

ガソリン税   53.8 円 

石油石炭税   2.04 円 

原油関税    0.17 円 

中身価格    44 円 

消費税 5 円 
中身価格への消費税   2.2 円 

二重課税        2.8 円 

 

（「ガソリン原価」+ガソリン税）×消費税となっており、この様に税金に税金が課さ

れている状態を二重課税といいます。 

この様な二重課税の状態を放置すると、場合によっては担税力を超過する税負担が

生じることもあり、取引を行う者の利益が著しく損なわれるために経済発展の阻害要

因となるため、さまざまな方法によりその排除が試みられています。 

 

 

 

 

 平成２２年７月６日付最高裁判決において、遺族が年金形式で受け取る生命保険金

に対する所得税の課税が取り消されました。 

 死亡保険金を年金で受け取る場合、年金を受ける権利（年金受給権）に相続税が課

税され、その後に年金を毎年受け取るときも雑所得として所得税が課税されます。 

 この年金のうちに既に相続税が課税された部分に課税された所得税が「違法な二重

課税」と判定されました。 
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年金型生命保険の二重課税問題って何？ 

二重課税の問題について 
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相続発生時     年金受取時 

 

最高裁判決 
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相続発生時     年金受取時 

 

 

詳細については、お近くの税務署、税理士等の専門家にご相談ください。 

 

                        （文章担当：高松、谷村） 

 

～戦略MG（ﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｹﾞｰﾑ）研修のご案内～ 

参加者全員が社長に扮し、自分の会社の経営を進め、毎期終了後に決算を行い財務諸表（B/S、

P/L）を作成します。本格的な企業会計原則を取り入れており、楽しみながら管理会計が学べ、

経営・計数・ｺｽﾄ感覚、ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ能力、意思決定能力を高める事ができます。 

余談ですが、S ﾊﾞﾝｸの S 社長は S ﾊﾞﾝｸを立ち上げる前に博多でこのﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｹﾞｰﾑを受講されてい

ます。ご興味のある方はぜひ「株式会社 和」までお問い合わせ下さい。 

                              株式会社 和  TEL．06-6944-4117 
        

 

所得税課税 

運用益 

所得税課税 

元本部分 

相続税課税済 

この判決により、過去に納め

過ぎとなっている所得税が還付

されることになります。この問

題について平成２２年７月７日

に野田財務大臣から方針が発表

され、それを受けて国税庁は、

これまでの法令解釈を変更し、

これにより所得税額が納め過ぎ

となっている方の過去５年分の

所得税については、更正の請求

という手続きを経て減額更正さ

れ、それ以前の分についても対

応していきたいと発表しまし

た。還付方法などの概要は近日

中に国税庁から発表される予定

です。 

契約者には国税庁から依頼を

受けた生命保険各社から通知さ

れますのでご安心ください。ま

た、通知をもとに税務署で手続

きをすることで二重に支払って

いる税金が還付されます。なお、

受付は１０月下旬から年末まで

となる予定です。 

運用益 

元本 

運用益 

元本 


